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１ はじめに 

 昨今、化学合成農薬の利用により、農薬が効きに

くい害虫や病害が発生し、作物の栽培管理に大きな

問題が起きています。その対策に、化学合成農薬の

みに頼らない概念として確立したのがＩＰＭ   

（Integrated Pest Management）です。ＩＰＭを

構成する防除技術は、以下の４つに分類できます。 

①物理的防除：被覆資材や黄色蛍光灯などにより、

病害虫の侵入や繁殖を防ぐ。 

②耕種的防除：輪作や抵抗性品種の導入など、作付

体系や栽培方法を工夫して、病害虫の増殖を防ぐ。 

③生物的防除：天敵昆虫や微生物農薬などの生物を

利用する。 

④化学的防除：従来の化学合成農薬による防除法を

言う。 

 このなかで、とくに研究も進み注目されているの

が生物的防除です。県における天敵導入の取組はま

だ弱く、主な導入品目（キュウリ、ナス、ピーマン、

シシトウ、トウガラシ、サヤインゲン、イチゴ）の

県全体作付面積に対する天敵導入割合は、現在３％

に過ぎません。平成２５年１２月に策定した千葉県

農林水産業振興計画では、この目標を平成２９年に

は１０％としています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 県におけるＩＰＭ推進   

 県ではＩＰＭ技術を進めるために、農林水産部及

び全農千葉県本部の職員からなる「千葉県ＩＰＭ推

進プロジェクトチーム」を組織し､活動しています。

今年度は、 

①農家向け普及啓発資料（イチゴ）の作成 

②ＩＰＭ技術実証ほの設置 

③指導者研修会の開催等を行いました。 

３ ＩＰＭ取り組み優良事例 

 県内のシシトウ産地における取組を紹介します。

ハウス半促成栽培（３月定植、４～１０月収穫）で 

は、従来よりアザミウマ類やオオタバコガの被害が

目立ち、化学合成農薬や防虫ネット等の使用にも限

界がありました。そこで、スワルスキーカブリダニ

、タイリクヒメハナカメムシ（いずれもアザミウマ

類の天敵）や、コンフューザーＶ（オオタバコガに

対する交信かく乱剤）が利用されています。慣行栽

培に比べ、化学合成農薬による防除回数は６割に減

り、10a 当たりの防除に要する労働時間は３分の２

に減少しました。防除効果は、慣行とほとんど変わ

りませんでした。 

 以上のように、ＩＰＭ技術の利用により防除に要

する労働時間が減り、作物管理に時間が回せるなど

、メリットは大きいです。ＩＰＭ技術がより広まる

ことが期待されます。 

千葉県におけるＩＰＭの取り組み 

 病害虫の発生状況に応じて防除対策を組み合わせ、環境への負荷を低減しつつ、病害虫の発生を抑制

する技術をＩＰＭ（総合的病害虫・雑草管理）と呼びます。県もＩＰＭ技術の拡大に取り組んでいます。 
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１ はじめに 

 平成 21 年 12 月～平成 22 年１月にかけて、九

十九里沿岸の秋冬ネギ産地でネギべと病が多発し、

品質・収量が低下して大きな問題となりました。 

それまで秋冬ネギでネギべと病が問題になるこ

とは珍しく（図１）、初期発生を見逃したために防

除のタイミングが遅れたことも被害が大きくなっ

た一因と考えられました。 

このため、ネギべと病の防除対策について山武

農林振興センター（現、山武農業事務所）から平

成２２年度試験研究要望課題として防除対策の確

立が提起され、緊急技術開発促進事業「ネギべと

病防除支援情報システム」の構築（平成 23～25

年度）により発病初期のネギべと病を診断する技

術の開発に取り組みました。 

 

 

 

 

 

 

２ 診断技術の開発 

ネギべと病は、はじめに輪郭が不明瞭な楕円形

の病斑が葉身上に形成されます。その後病斑上に

は灰白色の菌糸が生え、肉眼でも観察できますが、 

 

 

 

 

 

 

 

 

これ以前の初期の病斑は特徴に乏しく、しかも

病原菌を人工的に培養することができないため、

発病初期のネギべと病を診断することは困難でし

た。 

そこで、ネギべと病菌とその類縁菌の DNA を

比較し、ネギべと病菌が持つ DNA の特徴的な部

分を探索しました。この部分を遺伝子増幅法によ

って高感度に検出する技術を開発し、ネギの葉か

ら約１日でネギべと病菌を検出することに成功し

ました。 

平成２５年４月に発病初期と思われるネギ葉を

採取し、本診断法によりネギべと病菌が検出され

た圃場では、およそ２週間後にべと病の発生（発

病株率：７２％）が確認されました。このことか

ら、本法により、明確な症状が現れる前のネギ葉

からネギべと病菌を検出できることが明らかにな

りました。 

 

３ 本診断技術の活用 

 ネギべと病は、気温が 13～20℃で雨の多い時期

に多発する傾向にあります。発病を見たらすぐに

防除することが重要ですが､判断に迷う場合は

農業事務所を通して病理昆虫研究室または

生物工学研究室に診断を御依頼ください。 

野菜ニュース 

ネギべと病は被害が激しくなってからでは防除が難しく、初期発生をとらえて予防的に薬剤散布

することが肝要です。しかし、ネギべと病の初期症状は見分けにくく、診断が難しいという問題

があります。そのため、発病初期のネギを素早く診断できる遺伝子診断技術を開発しました。 

 

 

 

千葉県農林総合研究センター生物工学研究室 

研 究 員  中 田 菜 々 子 

 

「べと病かな？と迷ったら」・・・ 

遺伝子診断で素早く判定できます 
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図１ ネギべと病発病株率（12月、長生地区） 

データ出典：病害虫発生予察調査（病害虫防除課） 

写真１ 診断に用いるネギの葉 
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洋蘭、東洋蘭、日本の蘭など、世界各地の様々

な蘭を一堂に集めた“世界の蘭の祭典”「世界ら

ん展日本大賞」が、本年も下記のとおり開催さ

れます。 

今回で２４回目を迎えるらん展は、「都会の真

中の楽園」をテーマに、展示だけではなく、多

彩なステージイベント等が開催されます。 

日本大賞の審査は、全６部門で行われ、その

うちディスプレイ審査部門では、フラワーデザ

イナーや華道家だけでなく、蘭愛好家のグルー

プや学生、生産者が出展し、その技術とセンス

で蘭の魅力をいかに引き出せるかを競います。 

本県の洋らん生産者では、千葉県洋らん生産

者組合が出展する予定となっております。 

らん展の詳細については、ホームページで御

確認ください。（http://www.jgpweb.com/） 

        記 

１ 主催：世界らん展日本大賞実行委員会 

２ 会場：東京ドーム 

  （東京都文京区後楽 1-3-61） 

３ 日程：平成 27年 2月 14日（土）～ 

22日（日） 

４ 公開時間：午前 10時～午後 5時 30分 

       （入場は午後 4時 30分まで） 

５ 入場料金：前売券 1,900円 

       当日券 2,200円 

 

千葉県洋らん生産者組合 

（前回の出展の様子） 

 

 

 

 

 

 

 

   平成２７年１月８日に行われた第３５回

フラワーフェスティバル花き共進会の審査

結果は次のとおりでした。 

 

○出品点数 528 点（鉢花 113 点、観葉 50 点

洋らん 63点、切花 302点） 

○入賞 103点（特別賞 31点、金賞 72点） 

○奨励賞１点（切花１点） 

○主な特別賞受賞者 
 

賞名 品目 受賞者 

農林水産大臣賞 ファレノプシス 薦岡 広明 

千葉県知事賞 キンギョソウ 行方 美彌子 

千葉市長賞 シクラメン 髙橋 康弘 

千葉県議会議長賞 シェフレラ 古内 一行 

農林水産省 
生産局長賞 

フィカス 斉藤 武夫 

関東農政局長賞 ユーホルビア 山本 拓也 

公益社団法人 

千葉県園芸協会長賞 
カラー 蕪野 博巳 

一般社団法人 
千葉市園芸協会長賞 

カトレア 大和田 浩史 

千葉県花き園芸組合 
連合会長賞 

オリエンタル 

ユリ 
太田 喜明 

他２２賞 

 

 

 

 

「世界らん展日本大賞 2015」の開催 

 

第 35 回千葉県フラワーフェスティバル 

花き共進会結果報告 
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